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Abstract

OBJECTIVE: The aim of this study was to summarize existing knowledge through a systematic 

survey of the literature on obesity among young workers and factors associated with obesity.

METHODS: The literature examining obesity-related factors in young workers was reviewed with 

Ichushi-Web and PubMed, referring to the PRISMA for Scoping Reviews PRISMA 2020 

Statement.

RESULTS: A literature search identified 108 articles on the databases, 7 of which were adopted to 

be reviewed. The prevalence of obesity was higher among engineers and doctors, implying there 

were differences in occupation. Engineers had a higher prevalence of obesity even at employment. 

Factors related to obesity included socio-economic factors (e.g., educational background), family 

history, child obesity, and dietary habits. 

CONCLUSION: A systematic survey suggested that different life style by occupational status may 

have an impact on obesity prevalence. Furthermore, the occupational differences may have arisen 

even before their employment.
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 I ．緒言

肥満は 2 型糖尿病，循環器疾患等の発症リスクを高

めることが明らかになっており，死亡リスクを高める

ことが報告されている（Dwivedi et al., 2020）．本邦にお

ける肥満者（BMI ≧ 25 kg/m
2）の割合は 20 歳代男性の

23.1％，30 歳代男性の 29.4％となっており，女性では

有意な増減はみられないが，男性では増加している（厚

生労働省， 2019）．また，20 歳代からの体重増加は将来

メタボリックシンドローム（Metabolic Syndrome）にな

る可能性が高くなることも報告されている（角谷ら，

2014; Lind et al.,  2017）．以降，MetS と表記する．MetS

とは，内臓脂肪の蓄積を第一の基準として血糖，脂質，

血圧の異常のいずれか，または複合的な危険因子合併

を含む概念であり（Dobrowolski et al., 2022），動脈性疾

患等の重篤な疾患を発症するリスクが高いとされる（舟

橋，2016）．このような重篤な疾患を未然に防ぐため我

が国では MetS の概念に基づいた特定健診と特定保健

指導を実施している．しかし，40 歳未満の若年者はそ

の対象外となっており，血液検査や腹囲測定が義務づ

けられていないのが現状である．このような状況下で

若年期からの肥満や体重増加といった動脈性疾患等を

発症しやすい基盤は 40 歳代以前から構築されている．

以上より 40 歳未満から肥満予防を含む早期介入が求め

られている（Haruyama et al., 2020; 島津ら，2021）．

しかし，肥満の関連要因に関する研究は 40 歳以上を

1）三重大学大学院医学系研究科広域看護学領域地域看護学分野



岩瀬裕三子　　谷村　　晋

－12－

三重看護学誌
Vol. 26  2024

対象としたものが多勢を占める．また，若年者の中で

も学生と労働者では生活習慣が異なるにもかかわらず

若年労働者を対象とした肥満に関連する要因の検証は

少ないことが指摘されている（尾﨑ら，2017）．

そこで本研究の目的は，若年労働者の肥満の実態と

肥満に関連する要因についての文献を系統的に調査し，

その結果を総括することを通じて，既存の知見を総括

することである．

II．研究方法

若年就労者の肥満と関連する要因を検討した文献を

以下の方法で検索し PRISMA for Scoping Reviews PRISMA 

2020 Statement を参考に文献調査を行った．

1．リサーチクエスチョンの特定化

本研究は，全文が入手できる英語または日本語によ

る論文を対象とし，文献検索データベースは PubMed

と医学中央雑誌を用いた．本研究では，PCC フレーム

ワークに基づいた整理を行い，P：Patient （Participant）

を “worker”，“young” とし，C：Concept は “obesity” そし

て C：Context は ”life style” とした．この整理を通じて，

若年労働者の肥満の有病率とその関連要因は何かを本

研究のリサーチクエスチョンとした．

2．文献の特定方法

系統的に文献を検索するため上記の PCC をキーワー

ドとして AND でつなぎ検索を行った．本研究で用い

た検索式を次に示す．

・医学中央雑誌

 （労働者 /TH or 労働者 /AL） and 若年 /AL and （肥満 /

TH or 肥満 /AL） and （ライフスタイル /TH or 生活習慣

/AL） 

・PubMed

検索式 1: （（（obesity） AND （“Young Adult”）） AND （“Life 

Style”）） AND （worker） Filters: English 

検索式 2: （（（obesity） AND （young）） AND （“life style”）） 

AND （worker） Filters: English

採用条件は 18 歳以上 40 歳未満の労働者における肥

満の関連要因を検証した研究で英語か日本語で書かれ

たものとした．除外条件は，18 歳未満または 40 歳以

上，労働者以外，周産期が対象，肥満に関連する要因

以外，会議録または解説とし，表題と抄録よりスクリー

ニングを行った．次に文献の全文を入手し，除外条件

と照らして本研究における適格性があると確認できた

ものを採用文献とした．

3．データの抽出

データの抽出は以下の項目について表に整理した．

すなわち，1）著者，2）出版年，3）国，4）対象者年

齢・性別・職種，5）サンプルサイズ，5）目的，6）研

究デザイン，7）結果（肥満の有病率・肥満と関連する

要因）の各項目を一覧表とした．

4．結果の収集，要約

データの抽出の際にまとめた表よりリサーチクエス

チョンに照らした要約を行う．研究デザイン別に質的

研究，量的研究（横断研究・縦断研究）に分類し，肥

満の関連要因を職種，生活習慣を分析の軸として整理

し統合を行う．

5．論文選択

図に論文選択プロセスフローを示す．データベース

検索の結果，PubMed で検索式 1 により 2023 年 9 月 26

日に 97 件，検索式 2 により 2023 年 9 月 12 日に 118 件

を得た．計 215 件の重複をチェックしたところ，検索

式 2 は検索式 1 に包含されていたため，検索式 1 の結

果である 118 件を PubMed の対象候補とした．医学中

央雑誌では 2023 年 9 月 12 日に 11 件を得た．以上 129

件を両データベースにおける対象候補とし，これに対

PubMed
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計
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医学中央雑誌
n=11

引用論文の追加
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以上：1件
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計
n=110

全文読み込み
n=9

タイトル・要旨によ
る除外
・18歳未満か40歳
以上：57件
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・会議録か解説：5
件
・労働者以外：1件
・周産期：4件
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象候補文献中の引用文献を 2 件加えた計 131 件のタイ

トル，要旨，文献の一部を読み，除外条件より 122 件

を除外した．採用した論文 9 件を全文読み込みの対象

とした．全文読み込みの結果，2 文献を除外した 7 件

を採用文献とした．

III. 倫理的配慮

本研究は先行研究に基づく文献レビューであり，引

用の際には原文の意図が損なわれないように留意して

要約した．なお，本研究は人を対象としていないため

倫理委員会の承認を必要としない．

IV．結果

結果を「表 . 文献一覧」に示す．

1．肥満の有病率

日本における研究では，入社時健診時におけるエン

ジニアの新入社員の 30.4％に肥満がみられ，その 94.4％

が内臓肥満を伴っていた（水野ら ,2016）．一方，企業

における労働者は 14.3％との報告があった（小島，2021）．

韓国における研究では，兵役従事者は一般人 29.2％

と比べて 20.6％と低かった（Lee et al., 2018）．また，パ

キスタンにおける研究では，三次医療圏で働く研修医

の肥満有病率が 28.2%，過体重は 31.6% と報告されて

いた（Mahmood et al.,  2010）．Mahmood  et al．（2020）

はこの結果を先行研究（Jafar et al., 2006）と比較し一般

市民とほぼ同比率と述べていた．

2．肥満の関連要因

肥満の関連要因に関する報告を含む文献は 7 件で

あった．

 1）社会経済的要因

Shi et al．（2014）は，学歴，父親が非管理職か専門

職に雇用されていること，母親が管理職・専門職に

雇用されていることが肥満リスクを高めると報告し

た．小島 （2021）によれば「配偶者あり」が「配偶者

なし」よりも体重増加量が多く，結婚 1 年前と 1 年

後では 76.3％に最大 13.4 kg の体重増加が認められた

（小島，2021）．

 2）家族歴・幼少期の肥満

両親が肥満の場合，肥満リスクが高くなることが

示される一方（Shi et al., 2014），関連がないとの報告

があった（小島，2021）．また，5～12 歳時に肥満で

あったことが肥満リスクを高めるとの報告がみられ

た（Shi et al., 2014）．

 3）生活習慣

①喫煙

喫煙は MetS や高血圧のリスク要因とされる．

また，喫煙により肥満のリスクを高めるとの結果

がみられる（Shi et al．2014）．一方で喫煙者のほ

うが非喫煙者より肥満と高血圧リスクが低いとの

報告もあった（Lee et al., 2018）．

②食事

昼食，夕食ともに外食が肥満リスクを高めると

の研究結果（Shi et al., 2014）や昼食の外食と間食

がリスクにつながることが報告されていた．

（Mahmood et al., 2010）．このような間食の習慣化

につながる要因としてコンビニエンスストアでの

お菓子購入の習慣化（田甫ら，2008）も指摘され

ていた．その一方で体重増加と外食は関連がない

との結果もみられた（小島，2021）．また，会食や

飲み会の後に家族が用意してくれた食事も断り切

れずに食べるなど食べる量の調整ができないこと

も指摘されていた．（田甫ら，2008）．このほか，食

べるスピードに関する項目として早食いと満腹ま

で食事を摂取すること，および夜間の摂取も肥満

関連要因として示されていた．（高瀬ら，2002）．さ

らに，飲酒も肥満リスクを高めることが指摘され

ていた（Shi et al.,  2014）．

③運動

運動は肥満リスクを減少させ（Mahmood et al., 

2010; Lee et al., 2018），1 日あたりの運動時間が 1 時

間未満の場合，肥満リスクが高くなるとの報告が

あった（Shi et al.,  2014）．また，運動に誘ったり

勧めてくれる人が存在しないと肥満と関連すると

いう指摘もあった（小島，2021）．

④睡眠

睡眠が 6 時間以下であることが肥満リスクと関

連することが示されていた（Shi et al., 2014）．

 4）体格認識・健康管理意識・知識

肥満に繋がる要因とその背景について探索した質

的研究によると（田甫ら，2008），肥満がある若年男

性労働者の体格認識は，「肥満となり異性や周囲から

格好よく見られることに妥協する」反面，「外観の見

栄えを気にしていた」．健康管理意識と知識は「減量

のための知識や技術を獲得しておらず思うように体

重コントロールできない」ことが示されていた．

V．考察

1．肥満の有病率

35 歳以上を対象とした研究結果（Hidaka et al., 2016）
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と同様，職種により肥満有病率が異なることが報告さ

れていた．具体的には，日本における運輸業従事者お

よびエンジニアは肥満の有病率が高いことが示唆され

ていた（Hozawa et al., 2019）．この理由としてエンジニ

アやドライバーなどは座位時間が長く食事や運動が不

規則になりがちであり，肥満や MetS の発症が高いと

される．水野ら（2016）の調査によるとエンジニアの

場合，エンジニア予備群の段階で肥満の有病率が

30.4％と高く，国民健康栄養調査の結果である 20 歳代

男性の肥満割合 14.6％と比べても格段に多かった （厚

生労働省，2019）．若年者においても職業による肥満有

病率の差が認められたことは，入職後の生活習慣の影

響が長年蓄積したのではなく，入職前からの生活習慣

が肥満の職業間差に影響している可能性が示唆された．

一方，エンジニアやドライバーのほかにも体を動か

す機会が少ない座りっぱなしの生活習慣であることが

多い職種，たとえば営業職，行政職，販売員，行政官，

理工系の専門家などは肥満リスクが高く介入が必要と

される（Biernat，2016）．その反対に兵役従事者は肥満

の有病率が低いが，その原因は運動量であるとの考察

がなされていた（Lee et al., 2018）．同論文では兵役に就

いている対象者が 30 歳未満の若い世代に限定されてい

る．若年者の中でも肥満や MetS が増加しはじめる 30

歳代を含めた年齢層も今後調査対象とする必要がある．

2．肥満の関連要因

 1）社会経済的要因

学歴や職業階層，所得などの社会経済的要因が

MetS の有病率に関連するとの結果がみられた．日本

では社会経済的要因が高いほど MetS になりやすい

という結果となりにくいという結果が混在（吉井，

2010）していることから，MetS と社会経済的要因の

関係性は線形関係ではないことが示唆された．従っ

て，社会経済的要因がどちらの向きにも作用しうる

ことを念頭において研究や保健指導に取り組む必要

がある．配偶者が有ることが肥満リスクを高めると

の結果がみられた．40 歳以上を含めた研究では，1

人暮らしは肥満リスクが高いという報告もある

（Kyung et al., 2021; Seung-Hoo et al., 2019）．結婚など

のライフイベントは女性の食事習慣や飲酒，喫煙，健

診受診において有意に低下することが示されている

（西村ら，2008）．そこで保健指導を行う際はライフ

イベントを考慮することが有用である．

 2）家族歴・幼少期の肥満

両親が肥満であることが肥満リスクを高めるとの

結果がみられるが，これは遺伝的な要因のほか，家

族間で生活習慣が似通うことによるとの結果がみら

れる（Nakaya et al., 2021）．具体的には，血縁関係の

ない配偶者間で喫煙や飲酒，運動習慣など生活習慣

が似やすく，内臓脂肪肥満をベースとする MetS や

糖尿病，高血圧の疾患も共有しやすいとの研究結果

がみられる．また，幼少期の肥満は成人肥満に移行

しやすく，成人後の死亡リスクが一般集団と比べて

3 倍上昇することも明らかになっている（Lindberg et 

al., 2020）．よって肥満の家族歴や幼少期の肥満の有

無を考慮した保健指導が効果的である．

 3）生活習慣

喫煙は肥満リスクを高めるとの報告が多い中で喫

煙者のほうが低いとの結果がみられる（Papathanasiou 

et al., 2015）．これは喫煙者のほうが非喫煙者より

BMI が低いことによる影響ではないかとの考察がな

されている．

食習慣のうちコンビニエンスストアでのお菓子購

入の習慣化が挙げられていた（田甫ら，2008）．コン

ビニエンスストアを利用した食事は 1 食あたりの平

均脂質割合が 25％を超えていることが報告されてお

り（宮腰ら，2008），脂質やカロリーの過多に加えて

お菓子などの間食が肥満になるリスクを高めている

可能性がある．早食いに伴う食べ過ぎ（Glibowski et 

al., 2020 ; Iwasaki et al., 2019）が肥満と関連すること

は 40 歳以上を対象とした多くの研究で報告されてい

る．

食事習慣の乱れとともに運動量が少ないこともリ

スク要因に挙げられていた．社会人になると，運動

量が減少することは先行研究でも示されている（高

橋，2010）．カロリーの In と Out のバランスがくず

れることによる過体重や肥満が促進されていること

がうかがえる．

睡眠時間が 6 時間未満であることは肥満のリスク

要因であることが示されていた．他の研究において

も肥満者の 69.6％が 1 日の睡眠時間が 6 時間未満で

あり 1 日の睡眠時間と肥満度との間には逆の有意な

相関関係が認められるとの結果が報告されている

（Mohieldein， 2020）．

 4）体格認識・健康管理意識・知識

田甫ら（2008）によると，就職以降 10kg 以上の体

重増加がみられた若年男性労働者は減量のための知

識や技術がないことから減量への意思があっても実

行できていなかった．また，肥満者が食べ過ぎる一

因として，肥満者は勧められたものを断り切れずに

食べるなど調整を図ることができていなかったが，非
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肥満者は 1 日の食事回数が増えた場合に 1 回量を減

らすなど自助での食事量調整を行っていたと報告さ

れている（田甫ら，2008）．以上より対象者の体格認

識や健康管理意識・知識を確認し，知識や調整方法

の提供をしていくことが重要である．

VI．結論

若年労働者の肥満の実態と肥満に関連する要因につ

いての文献を系統的に調査した結果，肥満有病率は 40

歳以上と同様にエンジニアや医師などで高く，職種に

よる生活習慣の違いが影響することが示唆された．加

えて，エンジニアは入職健診時から肥満の有病率が高

いことも報告されていたことから，職種による生活習

慣の違いとそれが肥満有病率に及ぼす影響は入職前か

ら生じている可能性がある．

肥満に関連する要因は，社会経済的要因，家族歴，

幼少期の肥満のほか，食事習慣に関するものが多かっ

た．若年者肥満者は減量の必要性は理解していても減

量に対する知識や技術の欠如，肥満になりやすい生活

習慣の習慣化が進んでいた．

利益相反

本論文に関して，開示すべき利益相反関連事項はな

い．
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要　　旨

目的：本研究の目的は，若年労働者の肥満有病率とその要因についての文献を系統的に検索することを通

じて，既存の知見を総括することである．

方法：若年就労者の肥満と関連する要因を検討した文献について PRISMA for Scoping Reviews PRISMA 

2020 Statementを参考に総括を行った．

結果：PubMedと医学中央雑誌による検索結果から得た 108件のうち 7件を採用文献とした．肥満の有病

率はエンジニアや医師などが高率であり職種による違いが認められた．エンジニアは入職時より肥満有病率

が高かった．肥満に関連する要因は社会経済的要因，家族歴，幼少期の肥満，食事習慣に関するものが多

かった．

結論：若年労働者の肥満有病率とその関連要因について，文献を系統的に調査した結果，職種による生活

習慣の違いが影響することが示唆された．さらにその違いは入職前から生じている可能性が示唆された．

キーワード：肥満 ,若年者 ,生活習慣，労働者


